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雜

報

◎
敍
任
及
辭
令

臺
灣
總
督
府
醫
學
校
教
授
醫
學
博
士
　
横

川

定

東
京
、
京
都
、
大
阪
、
岡
山
及
廣
島
ノ
三
府
二
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

(
七

月

十

日
)

陸
軍
一
等
軍
醫
　
堤

元

齡

陸
軍
一
等
軍
醫
　
木

村

茂

樹

陸
軍
一
等
軍
醫
　
笹

井

秀

恕

賜
二
等
給
　

(七
月
二
十
四
日
)

任
陸
軍
二
等
軍
醫
　

陸
軍
三
等
軍
醫
正
八
位
　
井

原

愛

雄

任
陸
軍
二
等
軍
醫
　

陸
軍
三
等
軍
醫
正
八
位
　
田

邊

貞

一

任
陸
軍
二
等
軍
醫
　

陸
軍
三
等
軍
醫
正
八
位
　
牛

尾

八

治

任
陸
軍
二
等
軍
醫
　

陸
軍
三
等
軍
醫
正
八
位
　

平

井

義

雄

朝
鮮
總
督
府
道
慈
恵
醫
院
醫
長
　

井

崎

精

一

依
願
免
本
官

歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
附
陸
軍
三
等
軍
醫
　
北

本

宗

治

免
本
職
青
島
陸
軍
病
院
附
兼
陸
軍
運
輸
部
本
部
附
被
仰
付

歩
兵
第
五
十
二
聯
隊
附
陸
軍

一等
軍
醫
　
尾

崎

文

七

郎

免
本
職
補
野
砲
兵
第
二
十
三
聯
隊
附
　

(七
月
二
十
九
日
)
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〓

人

事

彙

報

○
高
橋
金

一
郎
君
　

は
本
月
五
日
當
地
出
發
、
六
日
信
州
松
本
出

發
、
白
馬
岳
の
麓

の
北
城
村

に

一
泊

し
七
日
二
十
丁
の
雪
を
踏
み

て
白
馬
岳

に
登
り
二
三
の
藥
草
を
採
集
し
山
頂
の
小
屋
に

一
泊
し

八
日
に
山
を
下
り
多
數
の
高
山
植
木
標
本
を
購
ひ
十

一
日
歸
岡
せ

ら
れ
た
り

○
好
本
節
君
　
前
號
所
載
同
君
宿
所
多
少
の
相
違
あ
り
更

に
左
に

掲
ぐ

D
r.
 M
.
 Yo
shim
oto

%
 
M
rs.
 Yosh
im
oto
,

18
 W
arnb
oro
ugq
h
 R
d
.,

O
x
ford
,
 England
.

○
立
花
綱
祥
君
　

は
今
般
東
京
市
牛
込
區
市
ケ
谷
柳
町

一
番
地
久

保
醫
院
を
繼
承
し
立
花
醫
院

ど
改
め
内
科
.
小
兒
科
、
皮
膚
科
の

診
療
に
從
事

せ
ら
れ
た
り

○
金
綱
壽
雄
君
　

は
今
般
廣
島
縣
豐

田
郡
本
郷
村

に
於
て
開
業
せ

ら
れ
た
り

○
和
田
英
治
君
　
は
今
般
亦
十
字
社
支
部
姫
路
病
院
を
辭

し
姫
路

市
竪
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
好
本
和
多
里
君
　
は
先
般
岡
山
縣
警
察
醫
を
辭
し
本
縣
小
田

郡

笠
岡
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
高
田
安
次
君
　
は
今
般
鎌
倉
病
院
を
辭

し
徳
島
縣
勝
浦
郡
丈
六

に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
高
橋
良
雄
君
　

は
今
般
大
分
縣
立
病
院
内
科
に
勤
務
せ
ら
れ
セ

リ○
生
馬
茂
君
　
は
先
般
よ
り
神
奈
川
縣
三
浦
郡
田
浦
町
海
軍
共
濟

病
院
内
科
部
長
と
し
て
就
任
せ
ら
れ
た
り

〇
三
原
常
雄
君
　

は
今
般
大
阪
市
東
區
北
濱
三
丁
目
松
岡
病
院

に

勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
井
崎
精

元
君
　

は
多
年
朝
鮮
濟
州
慈
恵
醫
院
に
勤
務
し
居
ら
れ

し
が
今
般
病
氣
の
故
を
以
て
辭
職
せ
ら
れ
た
り

高
畠
庫
文
司
君
逝

く
　
君
は
明
治
三
十
年
第
三
高
等
學
校
醫

學
部
を
卒
業
し
目
下
愛
媛
縣
温
泉
郡
東
中
島
村

に
於
て
開
業

し
居
ら
れ
し
が
本
月
二
十
二
日
急
病

に
て
逝
去
せ
ら
れ
だ
り

と
洵
に
哀
悼
に
堪

へ
ざ
る
な
り

雜

報
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〓
小
川
眼
科
講
習
會
　

小
川
眼
科
醫
院
に
て
は
來
る
十
月
十
五
日

よ
り
第
十
七
囘
眼
科
講
習
會
を
開
催
す
講
師
は
同
院
長

小
川
剣
三

郎
博
士
に
し
て
申
込
は
十
月
十
四
日
ま
で
な
り
詳
細
は
廣
告
欄
に

あ

り

岡
山
醫
學
圖
書
館
建

設
彙
報

一
、
寄
附
金
募
集
の
成
績

寄
附
金
の
申
込
み
は
客
月
中

に
決
定
せ
る
も
の
東
京
、
大
阪
、
神

戸
等
三
四
府
縣
に
て
既

に
五
萬
圓
以
上
に
達
し
た
る
も
尚
ほ
各
府

縣
ど
も
寄
附
者
殘
り
な
く
纒
り
た
る
上
本
誌
に
て
出
捐
者
の
氏
名

及
金
額
等
詳
ぐ
報
告
す
可
し
。

二
、
東
京
の
委
員
會

主
ど
し

て
全
國

に
於
け
る
寄
附
金
取
纒

め
の
衝

に
當
れ
る
東
京

同
窓
會
に
て
は
、
客
月
二
十

一
日
午
後
五
時
東
京
驛
精
養
軒
に
て

東
京

の
委
員
會
を
開
き
、
矢
野
恒
太
、
石
岡
繁
太
郎
、
水
川
龍
太

郎
、
山
谷
徳
治
郎
氏
等
十
餘
名
出
席
、
山
谷
氏
よ
り
今

日
ま
で
の

募
集
の
經
過
を
報
告
し
、
東
京
市
内
募
集
の
事
を
協
議

し
、
次
で

委
員
の
分
擔
を
定

め
、
庶
務
委
員

に
赤
松
是
三
郎
、
永
井
秀
太
、

山
谷
徳
治
郎
三
氏
を
、
會
計
委
員

に
矢
野
恒
太
、
水
川
龍
太
郎
二

氏
を
選
擧
し
た
り
。

三
、
岡
山
醫
學
圖
書
館
創
立
委
員

同
委
員

の
其
後

に
囑
託
せ
ら
れ
た
る
府
縣
及
人
名
左
の
如
し
。

岡

山

縣

▲
岡
山
市
○
芳
賀
正
則
○
岡
西
龜
太
郎
○
小
倉

一
郎
○
麻
植
巨

一

○
大
藤
昇
○
小
川
庸
夫
○
尾
崎
文
七
郎
○
河
田
清
造
○
掛
谷
令
三

〇
横
山
繁
○
村
田
龜
太
郎
○
武
藤
義
忠
○
町
田
弘

一
○
藤
原
勝
吾

○
福
武
敏
重
○
淺
羽
春
之
○
佐
久
間
章

一
郎
○
岸
千
尋
○
三
瀬
茂

彦
○
陶
山
鏆

治
▲
御
津
郡
○
石
井
剛
太
郎
○
沼
本
綾
造
○
河
原
岩

太
○
露
野
武
夫
○
椋
代
角

一
〇
浦
上

一
二
〇
藤
山

一
雄

○
青
江
巖

▲
赤
磐
郡
○
本
城
立
勢
○
戸
田
虎
三
○
大
森
孝
太
郎
○
延
岡
靜
○

小
坂
金
吾
○
人
見
鹿
太
郎
○
森
富
太
郎
▲
和
氣
郡
○
大
田
原
英

一

〇
高
原
英
夫
○
中
島
正
直
○
萬
代
常
閑
○
佐
藤
春

三
〇
北
川
田
朗

二
▲
邑
久
郡
○
生
田
樂
太
郎
○
石
井
誠
次
郎
○
鳥
山
淳
治
○
永
山

長
三
○
柴
田
鳳
太
▲
上
道
郡
○

元
森
春
衛
○
小
津
眞
佐
太
○
渡
邊

友
琥
○
高
月
三
郎
○
松
岡
久
太
郎
○
小
林
建
太
郎
▲
兒
島
郡
○
石

田
敏
太
○
河
原
杏
平
○
横
山
龜
雄
○
高
畠
雄
平
○
内
藤
七
郎
○
村

雜

報
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瀬
達
三
○
草
野
春
平
○
銀
羽
卦
治
郎
○
水
田
實
○
森
谷
柳
太
郎
▲

都
窪
郡
○
脇
本
正
夫
○
土
屋
近
市
○
剣
持
民

一
郎
○
坂
部
浩
○
光

畑
幸
雄
○
宮
崎
昌
太
郎
○
平
野
謙
吉
▲
淺
口
郡
○
坪
田
旭

一
○
繼

部
壯
平
○
松
枝
新
○
藤
田
荒
治
郎
○
満
谷
英
三
郎
○
姫
井
只
次
郎

○
姫
井
良
夫
▲
小
田
郡
○
西
井
廉
作
○
渡
邊
元

一
〇
菊
池
於
菟
太

郎
○
森
金
重
郎
▲
援
月
郡
○
小
田
成
器
○
船
石
保
太
○
佐
藤
静
夫

▲
吉
備
郡
○
井
坂
爲
則
○
浦
上
三
四
〇
關
武
○
須
澤
精
次
▲
上
房

郡
○
片
山
薫

○
山
田
忠
治
○
小
出
謹

一
郎
▲
川
上
郡
○
渡
邊
頼
男

○
川
上
佐
源
太
○
物
部
恭
平
▲
阿
哲
郡
○
長
谷
川
廉
平
○
横
内
喜

馬
太
▲
眞
庭
郡
○
佐
藤
龜

一
郎
○
杉
山
鐵
太
郎
▲
苫
田
郡
○
河
野

稻
太
郎
○
角
田
權
○
内
田
久
太
郎
○
保
田
幾
次
郎
○
砂
田
善
平
▲

勝
田
郡
○
川
上
雄
四
郎
○
谷
口

一
郎
○
粟
井
芳
雄
▲
英
田
郡
○
萩

尾
勉
○
谷
口
耐
▲
久
米
郡
○
石
戸
巍
○
西
下
武
治
郎
○
河
本
眞
吾

○
菅
實

支

那

▲
大
連
市
○
岩
男
其
次
郎
○
金
田
正
○
近
藤
寛
二
郎
○
三
好
三
郎

○
池
田
嘉

一
郎
▲
奉
天
○
岩
野
俊
治
▲
旅
順
○
眞
鍋
泰
藏
▲
青
島

○
金
田
義

一
郎
▲
上
海
○
入
倉
榮
暲
○
太
田
眞
三
次
○
須
藤
五
百

三
▲
北
京
○
池
上
馨

一
▲
營
口
○
佐
藤
臣
少
▲
満
洲
里
若
田
五
百

里
▲
恰
爾
賓
○
森
矯

愛

知

縣

▲
豊
橋
市
○
山
本
新
次
郎
▲
海
部
郡
○
鶴
見
助
○
早
川
次
郎
○
杉

原
盡
▲
知
多
郡
○
福
本
欽
太
郎
○
古
川
佐

一
郎
○
藤
條
聰
善
▲
八

名
郡
○
村
田
武
夫
▲
海
東
郡
○
眞
野
良
隆

奈

良

縣

▲
奈
良
市
○
濱
野
哲
郎
○
久
保
定
治
○
福
田
動
次
郎
○
佐
久
間
佳

誠
○
鷺
岡
俊
平
▲
磯
城
郡
○
奥
山
周
達
○
島
中
雄
才
▲
生
駒
郡
○

佐
々
木
楢
治
郎
▲
北
葛
城
郡
○
足
立
丙
子
郎
▲
南
葛
城
郡
○
池
口

順

一
郎
▲
宇
智
郡
○
寒
川
秀
雄
▲
吉
野
郡
○
小
野
彦
藏
○
増
田
徳

太
郎

臺

灣

▲
臺
北
○
横
川
定
○
吉
田
坦
藏
○
久
保
信
之
○
山
崎
蓊
○
勝
山
虎

三
郎
▲
基
隆
○
徳
森
光
基
▲
宜
蘭
○
森
滋
太
郎
▲
嘉
義
○
安
達
周

一
郎
▲
臺
中
○
岡
田
順
造

▲
阿
〓
○
吉
富
常
治

北

海

道

▲
小
樽
區
○
伊
藤
顯
太
郎
▲
旭
川
區
○
岡
本

一
之
助
○
品
川

正
三

○
大
野
賢
三
△
札
幌
區
○
谷
口
捨

次
郎
▲
十
勝
○
森
本
武

一
郎

▲

北
見
○
秦
知
二
▲
釧
路
郡
○
吉
村
眞
貴

雜

報
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滋

賀

縣

▲
大
津
市
○
今
井
兼
輔
○
若
山
茂
雄
○
福
地
繁
次
郎
▲
神
崎
郡
○

川
南
求
▲
犬
上
郡
○
樋
口
繁
次
郎
▲
坂
田
郡
○
村
上
六
也

新

潟

縣

▲
新
潟
市
○
八
十
川
榮
太
郎
▲
高
田
市
○
戸
田
蕩
之
助
▲
佐
渡
郡

○
時
岡
東
作
▲
西
頸
城
郡
○
銀
林
重
雄
▲
岩
船
郡
○
鈴
木
正
司

神

奈

川

縣

▲
横
濱
市
○
福
岡
佐
群
馬
▲
横
須
賀
○
矢
部
辰
三
郎

長

野

縣

▲
松
本
市
○
上
條
善
太
郎
▲
諏
訪
郡
○
伴
鎌
吉
▲
北
安
曇
郡
○
横

澤
泰

一
郎

福

井

縣

▲
福
井
市
○
山
本
騰
○
島
田
可
奈
也
▲
遠
敷
郡
○
小
森
甲
子
良

●

岐

阜

縣

▲
岐
阜
市
○
大
西
永
次
郎
▲
武
儀
郡
○
西
尾
庫
三
▲
恵
那
郡
○
曾

我
東
洋

靜

岡

縣

▲
靜
岡
市
○
八
島
弘
治
▲
庵
原
郡
○
山
梨
信
太
郎
▲
駿
東
郡
○
鈴

木
幹

青

森

縣

▲
下
北
郡
○
山
中
藤

一
郎

千

葉

縣

▲
君
津
郡
○
岩
崎
剛

石

川

縣

▲
鹿
島
郡
○
坂
井
直

一

山

梨

縣

▲
甲
府
市
○
坂
上
直
道

栃

木

縣

▲
字
都
宮
市
○
上
田
宗

一

秋

田

縣

▲
山
本
郡
○
松
野

一
也

岩

手

縣

▲
膽
澤
郡
○
遠
藤
進

山

形

縣

▲
西
田
川
郡
○
日
下
部
弘

埼

玉

縣

▲
北
埼
玉
郡
○
黒
須
謙

雜

報
 

七
八
八


